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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 29,155 3.0 1,524 △2.1 1,723 2.9 993 10.5
23年3月期第2四半期 28,294 1.8 1,557 41.3 1,674 37.4 899 △20.4

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 1,021百万円 （39.8％） 23年3月期第2四半期 730百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 30.04 ―
23年3月期第2四半期 30.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 36,203 23,119 63.7
23年3月期 36,905 22,346 60.4
（参考） 自己資本  24年3月期第2四半期  23,068百万円 23年3月期  22,294百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
24年3月期 ― 5.00
24年3月期（予想） ― 5.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 6.3 1,900 18.2 2,200 20.3 1,300 240.0 39.29



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想については、〔添付資料〕4ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予
想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
(四半期決算補足説明資料の入手方法) 
 当社は平成23年10月31日(月)に機関投資家及び証券アナリスト向け説明会を開催する予定です。当日使用する四半期決算説明資料は、開催後速やかに当社
ホームページに掲載する予定です。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 34,320,650 株 23年3月期 34,320,650 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 1,230,908 株 23年3月期 1,230,849 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 33,089,767 株 23年3月期2Q 29,819,777 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災により一時的に停滞し

た生産活動がサプライチェーンの立て直しにより回復に転じたものの、急激な円高進行により輸出セクターの業況は

急速に悪化しつつあり、また、個人消費が持ち直しつつあるものの雇用情勢は依然として厳しく、景気は総じて厳し

い状況で推移いたしました。 

小売業界におきましては、防災意識や節電意識の高まりにより、家電製品の消費が落ち込む一方で防災用品や暑さ

対策商材に動きが見られたものの、不要不急品の買控えなど消費者の購買意欲は上がらず、経営環境はたいへん厳し

く推移いたしました。  

   

このような情勢下におきまして、当社グループは、前年度に引き続き「成長戦略構築の時代へ」をテーマとし、次

の施策に取り組んでおります。   

① 1,000億円企業に向け、各事業部門において新成長戦略を推進する。                  

  ② 化粧品、アパレル商品などにおいて将来の成長性が見込める新事業に対して積極的なＭ＆Ａ投資を行う。  

  ③ 次世代の通販ビジネスを見据え、顧客へのサービスレベルの向上及びインフラコストの削減を目的とした、情

報システム及びシステムインフラ並びに物流体制の再構築を行う。 

   

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、連結売上高 百万円（前年同期比 ％増）となりまし

た。利益面におきましては、連結営業利益 百万円（同 ％減）、連結経常利益 百万円（同 ％増）、連

結四半期純利益 百万円（同 ％増）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりです。 

なお、セグメント別の売上高は連結相殺消去後、セグメント利益は連結相殺消去前の数値を記載しております。 

  

 ① 通販アパレル事業 

通販アパレル事業におきましては、リアル店舗の52週マーチャンダイジングをイメージした「ＳＰＡ通販」の

確立に取り組んでまいりました。具体的な施策としましては、インターネットとカタログ媒体のハイブリッドを

志向した媒体フォーメーションの再編成を行い、これまでの『ＲＡＰＴＹ』および『おとなＲＡＰＴＹ』を統合

し、秋シーズンから新『ＲＡＰＴＹ』としてスタートいたしました。また、本年９月には新たに20代前半をター

ゲットにしたインターネット中心の大人ギャルファッションブランド『ＫＯＡＳＴ．（コースト）』サイトをオ

ープンいたしました。新ブランドにおいては、認知度の向上を目的としたデビューイベントとして『ＴＧＣ Ｎ

ＩＧＨＴ』（東京ガールズコレクションのアフターパーティ）に参加し、ファッションショーを実施いたしまし

た。 

生協販売におきましては、日本生活協同組合連合会様との取引開始40周年を記念したキャンペーンを５月から

スタートし、組合員様から好評をいただいている商品を詳細な説明付きで紹介するなど、利用者の拡大に向けた

スクロールブランドの浸透に取り組んでまいりました。 

以上の結果、売上高は 百万円（前年同期比 ％減）となり、セグメント利益は 百万円（同 ％

減）となりました。  

 ② 通販インナー事業 

通販インナー事業におきましては、クールビズ商品の拡充など品揃えの幅を広げるとともに、お客様の要望を

反映させたこだわり商品をわかりやすく提案すること、また、実需期の目的買いニーズに対応するため、インタ

ーネットをはじめとする売場提案力の強化に取り組んでまいりました。 

以上の結果、売上高は 百万円（同 ％増）となり、セグメント利益は 百万円（同 ％増）となり

ました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

29,155 3.0

1,524 2.1 1,723 2.9

993 10.5

12,238 1.1 515 33.1

5,097 15.3 480 6.7
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 ③ 通販非アパレル事業 

通販非アパレル事業におきましては、家具及びインテリア雑貨商品の事業拡大の可能性を踏まえ、今年度はそ

の第１ステップとして、既存事業の売上拡大を目指してまいりました。具体的な施策としましては、基幹カタロ

グ『生活雑貨』のラインナップとして、生活関連情報を豊富に掲載したコンビニエンスストア限定販売の通販マ

ガジンを多頻度発行することにより、顧客拡大に取り組んでまいりました。本年６月創刊のタレントとのコラボ

レート企画を盛り込んだ『おうち大好き！』に続き、８月には『ふたり暮らしスタイル』（主婦と生活社刊）と

コラボレートした『家具収納インテリアＢＯＯＫ』を発行いたしました。 

また、事業会社の株式会社イノベートが運営する国内及び海外ブランド化粧品専門通販の『コスメランド』サ

イトの事業拡大を目指し、本年４月に自社で運営するショッピングサイト『コスメランド本店』をリニューアル

したことに加え、５月にはdocomo公式サイトをオープンいたしました。さらに８月には『スクロールショップ』

サイトとの連携を図るため、スクロール東京本店内に株式会社イノベート東京支店を開設いたしました。 

以上の結果、売上高は 百万円（同 ％増）となり、セグメント利益は 百万円（同 ％増）となり

ました。  

 ④ ソリューション事業  

ソリューション事業におきましては、事業会社の株式会社スクロール３６０が通販事業者に対し、物流代行サ

ービス・通販システム開発・販売促進支援サービスなど、アウトソーシングニーズに対応したサービスを３６０

度全方位で提供しております。化粧品製造業（包装・表示・保管）許可の取得、高度管理医療機器管理者の資格

取得など、サービスメニューの拡大を図り、コスメ・サプリメント商材を扱う単品通販企業様への付加価値のあ

るソリューション提案型営業の強化に取り組んでまいりました。また、好調なＥＣフロント・バックヤード統合

型システム「Xspeecs（クロススピークス）」の販売促進、「ダイレクトマーケティングＥＸＰＯ」への出展、

ＥＣ企業の交流会の実施など、新規クライアントの獲得にも取り組んでまいりました。 

以上の結果、売上高は 百万円（同 ％増）、セグメント利益は 百万円（同 ％増）となりまし

た。  

 ⑤ 金融事業 

金融事業におきましては、平成21年６月末をもって個品割賦事業における新たな債権の買取りを終了いたしま

した。現在は、保有債権の回収に専念し、有利子負債の早期完済に努めております。なお、利息返還請求による

損失に備えるため、損失発生見込額 百万円を引当金計上しております。 

以上の結果、営業収益は 百万円（同 ％減）となり、セグメント利益は 百万円（同 ％減）となり

ました。  

  

8,649 5.4 558 150.4

2,932 2.7 205 46.6

277

237 45.2 164 40.2
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 （資産） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円

減少しました。これは主にたな卸資産は増加しましたが、借入金の返済による現金及び預金の減少や、受取手形

及び売掛金が減少したことによるものです。固定資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万

円増加しました。これは主にシステム再構築に伴う無形固定資産の増加および物流設備再構築による有形固定資

産の増加によるものです。 

この結果、総資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円減少しました。  

 （負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円

減少しました。これは主に借入金 百万円を返済したことによるものです。  

 （純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円

増加しました。これは主に利益剰余金の増加によるものです。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の ％から ポイント上昇し、 ％となりました。  

  

 （キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、営業活動の結果得

られた資金は 百万円となりましたが、投資活動により 百万円、財務活動により 百万円資金を使用

したことにより、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円となりました。 

 ① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動により獲得した資金は、たな卸資産の増加、仕入債務の減少による流出の一方で、税金等調整前四

半期純利益 百万円の獲得や、営業債権の回収が進んだことにより 百万円（前年同期は 百万円

の獲得）となりました。 

 ② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動により使用した資金は、有形固定資産の取得などにより 百万円（前年同期は 百万円の使

用）となりました。 

 ③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動により使用した資金は、借入金の返済、配当金の支払により 百万円（前年同期は 百万円

の使用）となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報  

今後の経済の見通しにつきましては、依然として先行き不透明感が強く、小売業界におきましては、消費環境の厳

しさは続くものと思われます。 

当社グループにおきましても、円高・株安などの経済状況および震災の影響により冷え込んだ消費マインドの回復

は不確実であることから、厳しい事業環境が続くものと判断しておりますが、各種キャンペーンの展開および経費削

減に引き続き取り組むことにより、売上・利益ともに期首予想を上回る見通しです。業績予想につきましては、平成

23年４月28日に公表しました通期の業績予想を修正いたしました。なお当該予想数値の修正に関する事項は、本日

（平成23年10月27日）公表の業績予想修正資料をご参照ください。 

  

23,525 1,099

12,678 397

36,203 702

13,083 1,475

1,700

23,119 773

60.4 3.3 63.7

1,061 194 1,950

1,083 4,267

1,722 1,061 1,063

194 1,028

1,950 2,049
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,350 4,267

受取手形及び売掛金 12,533 11,923

たな卸資産 4,507 4,891

その他 2,726 2,810

貸倒引当金 △493 △367

流動資産合計 24,624 23,525

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,214 5,130

土地 4,659 4,659

その他（純額） 300 502

有形固定資産合計 10,174 10,292

無形固定資産 167 400

投資その他の資産   

その他 2,033 2,067

貸倒引当金 △94 △82

投資その他の資産合計 1,938 1,985

固定資産合計 12,280 12,678

資産合計 36,905 36,203

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,196 1,858

短期借入金 5,500 4,900

未払金 2,890 3,289

未払法人税等 282 514

引当金 271 238

その他 1,152 1,082

流動負債合計 12,293 11,882

固定負債   

長期借入金 1,100 －

退職給付引当金 449 476

その他の引当金 252 296

その他 464 428

固定負債合計 2,266 1,201

負債合計 14,559 13,083
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,812 5,812

資本剰余金 7,222 7,222

利益剰余金 9,715 10,461

自己株式 △697 △697

株主資本合計 22,051 22,797

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 243 310

繰延ヘッジ損益 △1 △41

為替換算調整勘定 0 0

その他の包括利益累計額合計 242 270

少数株主持分 51 51

純資産合計 22,346 23,119

負債純資産合計 36,905 36,203
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 28,294 29,155

売上原価 16,287 17,574

売上総利益 12,007 11,581

販売費及び一般管理費 10,449 10,056

営業利益 1,557 1,524

営業外収益   

受取利息 17 16

受取配当金 16 15

不動産賃貸料 41 38

為替差益 28 48

貸倒引当金戻入額 － 76

その他 69 41

営業外収益合計 172 236

営業外費用   

支払利息 30 23

株式交付費 14 －

不動産賃貸費用 9 11

その他 2 2

営業外費用合計 56 38

経常利益 1,674 1,723

特別利益   

固定資産売却益 － 2

償却債権取立益 3 －

貸倒引当金戻入額 27 －

保険解約返戻金 12 －

その他 0 －

特別利益合計 43 2

特別損失   

固定資産除却損 2 0

減損損失 14 －

投資有価証券評価損 － 3

商品回収関連損失 18 －

その他 3 0

特別損失合計 39 4

税金等調整前四半期純利益 1,679 1,722

法人税、住民税及び事業税 567 612

法人税等調整額 214 114

法人税等合計 781 727

少数株主損益調整前四半期純利益 898 994

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1 0

四半期純利益 899 993
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 898 994

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △109 67

繰延ヘッジ損益 △57 △40

為替換算調整勘定 △0 0

その他の包括利益合計 △167 26

四半期包括利益 730 1,021

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 732 1,021

少数株主に係る四半期包括利益 △1 △0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,679 1,722

減価償却費 297 267

減損損失 14 －

のれん償却額 83 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △138 △138

退職給付引当金の増減額（△は減少） 22 27

その他の引当金の増減額（△は減少） 3 11

受取利息及び受取配当金 △33 △32

資金原価及び支払利息 75 47

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） － 3

固定資産除売却損益（△は益） 2 △2

営業債権の増減額（△は増加） 2,958 762

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,223 △383

その他の流動資産の増減額（△は増加） △78 △547

仕入債務の増減額（△は減少） △386 △371

未払債務の増減額（△は減少） △1,189 167

その他の流動負債の増減額（△は減少） △452 △88

その他 △21 △33

小計 1,612 1,410

利息及び配当金の受取額 35 32

利息の支払額 △73 △40

法人税等の支払額 △510 △376

法人税等の還付額 － 34

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,063 1,061

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △305 △103

有形固定資産の売却による収入 60 －

投資有価証券の取得による支出 △2 △36

投資有価証券の売却による収入 11 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△872 －

その他 80 △54

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,028 △194

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △671 －

長期借入金の返済による支出 △2,892 △1,700

株式の発行による収入 1,667 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △137 △248

その他 △15 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,049 △1,950

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,014 △1,083

現金及び現金同等物の期首残高 6,017 5,350

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,002 4,267

㈱スクロール　（8005）　平成24年3月期　第2四半期決算短信

- 10 -



 該当事項はありません。  

  

（セグメント情報）  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去 百万円及び投資不動産の内部取引利益 

    百万円が含まれております。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去 百万円及び投資不動産の内部取引利益 

    百万円が含まれております。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

 報告セグメント    

調整額

（注）１ 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注） ２ 
通販アパ

レル事業 

通販イン

ナー事業

通販非 

アパレル

事業 

ソリュー

ション 

事業  

金融事業 計  

売上高    

 外部顧客への売上高  

 セグメント間の内部売

 上高又は振替高 

  

 

 

 

12,374

－

 

 

4,422

－  

8,208

0  

2,856

45

 

 

433

0

 

 

 

 

28,294

46

 

 

 

 

－

△46

 

 

28,294

－

計    12,374  4,422  8,208  2,901  434  28,340  △46 28,294

セグメント利益  770  450  223  140    274  1,858  △183 1,674

△144

△38

  

 報告セグメント    

調整額

（注）１ 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注） ２ 
通販アパ

レル事業 

通販イン

ナー事業

通販非 

アパレル

事業 

ソリュー

ション 

事業  

金融事業 計  

売上高    

 外部顧客への売上高  

 セグメント間の内部売

 上高又は振替高 

  

 

 

 

12,238

－

 

 

5,097

－  

8,649

0  

2,932

141

 

 

237

0

 

 

 

 

29,155

142

 

 

 

 

－

△142

 

 

29,155

－

計    12,238  5,097  8,649  3,074  238  29,297  △142 29,155

セグメント利益  515  480  558  205    164  1,924  △200 1,723

△131

△69

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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